
《別　紙》
１．  開催年月日 令和6年9月30日(月)開催
２．  開催場所 エフエム西東京　1階　会議室　（東京都西東京市芝久保町5-8-2）
３．  出席委員
　　　 　委員総数 7名
　　　 　出席委員 6名 下川隆委員長　小松真弓委員　松川紀代実委員

賀陽智之委員　村田志保委員　野澤秀夫委員
　　　 　欠席委員 1名 山本恒安委員

放送事業者側回答者
　 佐藤芳幸（代表取締役）大塚誠（統括部長 局長）青木崇（制作室ディレクター）

４. 議　題
　　　 審議番組：8月5日（月）ラジヲとどこいく？

「ラジヲとどこ行く？」内の月1回のコーナー『ラジヲ旅～いいものめぐり』
西東京や周辺地域の特産品だけではなく、全国各地のご当地品をラジオと842PRESSと
アスタビジョンで紹介し、期間限定でまちテナショップで購入できるというパッケージ企画。
初回ゲストとして、長野県松本市奈川の魅力とともに、郷土料理として受け継がれている
「とうじそば」を、奈川の観光事業を行っているスタッフにご紹介いただきました。

５．議事の概要
あらかじめ送付した番組を録音した音声を聴いていただき審議。

６．審議内容
審議委員意見

・ バックミュージックが小さく感じた。
・ BGMが無く途中にメリハリがなかったので淡々とした印象に感じた。

・ ゲストが長く話していたのでメリハリがない印象を感じ、途中で何の話をしているのかが
分からなくなった。パーソナリティーが質問をして答える方が聞き取りやすくなると思う。

・ 街の紹介や商品の説明をするが、ラジオは視覚からの情報がないのでイメージがつきにくかった。
・ インスタグラムで街を検索してみるとまだまだ魅力的な情報があるので、そこをアピール

してもらえるとさらに町の魅力が伝わるのではないか。
・ ラジヲ旅が何回目の放送であり、なぜ長野県の奈川が選ばれたのか冒頭で補足説明が欲しかった。
・ 実際に奈川の方が来られてふるさと奈川の話をされるのは身近な印象を受けた。

・ 標高の高さ等をスカイツリー2本分など具体的な例を出されながら話されていたので
イメージがつきやすかった。

・ まちテナでそばを販売するなら『限定〇個』などをいれると聞いてるリスナーも購入意欲が
わくのでは。

・ 説明でそばの食べ方や昔は婚礼や晴れの日に食べるなどの説明があり、伝統や文化的な説明も
わかりやすかった。

・ 奈川の食材を使った具体的な説明があり想像ができイメージがわかりやすかった。
・ 西東京市地域の情報にとらわれず、限定された地域ではあるけど地域の大切な

伝統文化を取り扱っているのでまちテナへの集客にもつながり、コミュニティFMとしての
番組コンセプトに合っている番組だと思った。

・ 番組タイトル「ラジヲとどこ行く？いいものめぐり」というタイトルで想像がつくので耳に
入りやすい。

・ ラジオで紹介したものがすぐ隣の店で購入できるのはすごく魅力的。
・ そば以外キャンプや紅葉の観光情報をしっかりされていたのでとても有意義な情報だった。
・ パーソナリティーが上手く話を引き出しており、いい掛け合いだったのはないかと感じた。
・ 情報がとても良いので何度か再放送を流すと効果的なのではないかと感じた。
・ 放送内で間に曲ではなくCMなどを挟むとメリハリが出るのではないか。



局の回答
・ この番組が2回目ということもあり、挑戦的な形で試みをした番組となっています。

皆様のご意見を頂き、今後の制作に繋げていきたいと思っております。
・ 以前より信州の自治体が東京のメディアで信州の魅力を発信しようという取り組みを行っていた。

そのイベントに今回のパーソナリティーが以前から参加しており、コロナがあり休止していたが
今年の初めに久しぶりにその会があり、改めてその信州の魅力をラジオで伝えていこうという事を
PRし、その各自治体の方にPRしていこうとなった。
以前と違うのが、まちテナが隣にあるということ。
それに合わせてエフエム西東京が発行しているフリーマガジンでも紹介した初回のお客様である。
まちテナでの販売も商品説明はもちろん、どのような背景があってこの商品を取り扱っているかを
しっかり説明できるようになっている。

・ 今回「ラジヲ旅～いいもの巡り」という事なのでこのようなコンセプトにたどり着きましたという
ストーリーを作るという見せ方や聞かせ方は改めて今回お話を頂き気づいた点である。

・ ゲストの方はラジオに慣れていないためパーソナリティーが色々引き出しながら伝えられる
方法等がまだあるかと思われる。
まだまだ手探りな部分はあるがこの様なパッケージプランでより魅力的に伝えていきたいと思う。

・ 今回はメディアミックスが中核になっているという事もあり、紙面・映像・商品が実際に店舗で
購入できる流れが体験できたのではないか。
実際にお客様からも好評いただき情報以外の魅力を各媒体を使用して発信していくことを
エフエム西東京が役割を担って力を発揮できればと思っている。

７．審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容及び年月日
なし

８．審議機関の答申または意見の概要の公表
自社放送　事務所への備え置き、自社HPでの掲載

９．その他の参考事項
なし


